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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取付孔が設けられたバンド取付部を備えるケースと、
　一端部に前記バンド取付部の前記取付孔と同一軸上に連結孔が設けられたバンドと、
　前記バンドの前記連結孔および前記バンド取付部の前記取付孔に挿入され、前記バンド
を前記バンド取付部に連結する連結部材と、
　前記連結部材を前記バンド取付部の前記取付孔と前記バンドの前記連結孔との一方に固
定する固定部材と、
　を備え、
　前記連結部材は、内周面に雌ねじが設けられて前記バンドの前記連結孔および前記バン
ド取付部の前記取付孔に挿入される筒状部材と、この筒状部材の前記雌ねじに螺合する雄
ねじおよび前記筒状部材の外径よりも大きい頭部を備える一対のねじ部材と、を備えてい
ることを特徴とする腕時計。
【請求項２】
　取付孔が設けられたバンド取付部を備えるケースと、
　一端部に前記バンド取付部の前記取付孔と同一軸上に連結孔が設けられたバンドと、
　前記バンドの前記連結孔および前記バンド取付部の前記取付孔に挿入され、前記バンド
を前記バンド取付部に連結する連結部材と、
　前記連結部材を前記バンド取付部の前記取付孔と前記バンドの前記連結孔との一方に固
定する固定部材と、



(2) JP 6201960 B2 2017.9.27

10

20

30

40

50

　を備え、
　前記固定部材は、前記バンド取付部の前記取付孔と前記バンドの前記連結孔との一方に
その軸方向に沿って螺着して前記連結部材を固定する固定ねじであり、前記固定ねじと前
記連結部材との間には、緩衝体が配置されていることを特徴とする腕時計。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２のいずれかに記載の腕時計において、前記バンドの前記一端部は
、前記バンド取付部の両側にそれを跨いで配置される一対の連結端部を備え、これら一対
の連結端部に前記連結孔がそれぞれ設けられた構成であることを特徴とする腕時計。
【請求項４】
　請求項１又は請求項２のいずれかに記載の腕時計において、前記バンド取付部は、前記
バンドの前記一端部の両側にそれを跨いで配置される一対の取付部を備え、これら一対の
取付部に前記取付孔がそれぞれ設けられた構成であることを特徴とする腕時計。
【請求項５】
　請求項２に記載の腕時計において、前記連結部材は、内周面に雌ねじが設けられて前記
バンドの前記連結孔および前記バンド取付部の前記取付孔に挿入される筒状部材と、この
筒状部材の前記雌ねじに螺合する雄ねじおよび前記筒状部材の外径よりも大きい頭部を備
える一対のねじ部材と、を備えていることを特徴とする腕時計。
【請求項６】
　請求項１に記載の腕時計において、前記バンドの前記一端部は、前記バンド取付部の両
側にそれを跨いで配置される一対の連結端部を備え、これら一対の連結端部に設けられた
前記連結孔は、前記筒状部材が挿入する小径孔部と、前記ねじ部材の前記頭部が挿入する
大径孔部と、を有していることを特徴とする腕時計。
【請求項７】
　請求項１又は請求項６のいずれかに記載の腕時計において、前記固定部材は、前記バン
ド取付部の前記取付孔と前記バンドの前記連結孔との一方にその軸方向に沿って螺着して
前記連結部材を固定する固定ねじであることを特徴とする腕時計。
【請求項８】
　請求項７に記載の腕時計において、前記固定ねじと前記連結部材との間には、緩衝体が
配置されていることを特徴とする腕時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、腕時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、腕時計のバンド取付構造においては、特許文献１に記載されているように、腕
時計ケースのバンド取付部間に時計バンドの一端部を配置し、この状態で時計バンドの一
端部をバンド取付部にばね棒などの連結部材によって取り付けるように構成されたものが
知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－８９８８２号公報
【０００４】
　この種のバンド取付構造の連結部材は、時計バンドの一端部に設けられた取付孔内に配
置されるパイプを備え、このパイプの両端部内にピン部をそれぞれ出没可能に配置し、こ
のパイプ内に配置されたコイルばねのばね力によってピン部を押し出し、この押し出され
たピン部の先端部をバンド取付部の係止穴に弾力的に挿入させることにより、時計バンド
の一端部をバンド取付部に取り付けるように構成されている。
【発明の概要】



(3) JP 6201960 B2 2017.9.27

10

20

30

40

50

【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このようなバンド取付構造では、時計バンドの一端部に設けられた取付
孔内に配置されるパイプの両端部からコイルばねのばね力によって押し出されたピン部の
先端部がバンド取付部の係止穴に弾力的に挿入された構成であるから、腕時計ケースが落
下などによって強い衝撃を受けた際に、ピン部の先端部がバンド取付部の係止穴から脱落
したり、ピン部が折れ曲がったりして、時計バンドの一端部がバンド取付部から外れるこ
とがあるという問題がある。
【０００６】
　この発明が解決しようとする課題は、衝撃によって連結部材が緩んで外れることのない
腕時計を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は、取付孔が設けられたバンド取付部を備えるケースと、一端部に前記バンド
取付部の前記取付孔と同一軸上に連結孔が設けられたバンドと、このバンドの前記連結孔
および前記バンド取付部の前記取付孔に挿入され、前記バンドを前記バンド取付部に連結
する連結部材と、この連結部材を前記バンド取付部の前記取付孔と前記バンドの前記連結
孔との一方に固定する固定部材と、を備え、前記連結部材は、内周面に雌ねじが設けられ
て前記バンドの前記連結孔および前記バンド取付部の前記取付孔に挿入される筒状部材と
、この筒状部材の前記雌ねじに螺合する雄ねじおよび前記筒状部材の外径よりも大きい頭
部を備える一対のねじ部材と、を備えていることを特徴とする腕時計である。
　また、この発明は、取付孔が設けられたバンド取付部を備えるケースと、一端部に前記
バンド取付部の前記取付孔と同一軸上に連結孔が設けられたバンドと、前記バンドの前記
連結孔および前記バンド取付部の前記取付孔に挿入され、前記バンドを前記バンド取付部
に連結する連結部材と、前記連結部材を前記バンド取付部の前記取付孔と前記バンドの前
記連結孔との一方に固定する固定部材と、を備え、前記固定部材は、前記バンド取付部の
前記取付孔と前記バンドの前記連結孔との一方にその軸方向に沿って螺着して前記連結部
材を固定する固定ねじであり、前記固定ねじと前記連結部材との間には、緩衝体が配置さ
れていることを特徴とする腕時計である。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、ケースおよびバンドが衝撃を受けても、固定部材によって連結部材
が緩むことがないので、連結部材がケースのバンド取付部およびバンドの一端部から外れ
ることがなく、連結部材によってバンドの一端部をケースのバンド取付部に確実にかつ強
固に取り付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】この発明を腕時計に適用した第１実施形態を示した拡大斜視図である。
【図２】図１に示された腕時計のＡ－Ａ矢視における要部の拡大断面図である。
【図３】図２に示されたバンド取付構造における要部を示した拡大断面図である。
【図４】この発明を腕時計に適用した第２実施形態における要部を示した拡大断面図であ
る。
【図５】図４に示されたバンド取付構造における要部を示した拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
（第１実施形態）
　以下、図１～図３を参照して、この発明を腕時計に適用した第１実施形態について説明
する。
　この腕時計は、図１に示すように、腕時計ケース１を備えている。この腕時計ケース１
は、本体ケース２と外装ケース３とで構成されている。この場合、本体ケース２と外装ケ
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ース３とは、チタン合金やステンレスなどの金属で形成されている。外装ケース３は、全
体がほぼリング状に形成され、本体ケース２の上部外周に配置され、この状態でビス４に
よって本体ケース２に取り付けられている。
【００１１】
　この腕時計ケース１の上部開口部、つまり本体ケース２の上部開口部には、図１に示す
ように、時計ガラス５が取り付けられており、この腕時計ケース１の下部には、裏蓋（図
示せず）が取り付けられている。また、この腕時計ケース１の内部には、時計モジュール
（図示せず）が設けられている。この腕時計ケース１の２時側、３時側、４時側、８時側
、１０時側に位置する各側面部には、スイッチ釦６がそれぞれ設けられている。
【００１２】
　さらに、この腕時計ケース１の１２時側と６時側とには、図１に示すように、時計バン
ド８の一端部９が取り付けられるバンド取付部１０がそれぞれ設けられている。このバン
ド取付部１０は、腕時計ケース１の本体ケース２の側面から突出して設けられた矩形状の
突起部であり、本体ケース２の外周に沿う方向に取付孔１１が直線状に設けられている。
【００１３】
　時計バンド８は、図１に示すように、金属製の複数のバンド駒８ａを順次回転可能に連
結した構成になっている。この時計バンド８の一端部９に位置するバンド駒８ａは、時計
バンド８の長手方向と直交する方向に位置する一対の連結端部９ａがバンド取付部１０を
跨いでその両側に配置されるように構成されている。この時計バンド８の一端部９に位置
する一対の連結端部９ａには、図２および図３に示すように、連結孔１２がそれぞれバン
ド取付部１０の取付孔１１と同一軸上に対応して設けられている。
【００１４】
　この時計バンド８は、図２および図３に示すように、その一端部９に設けられた一対の
連結端部９ａの各連結孔１２とバンド取付部１０に設けられた取付孔１１とに挿入される
連結部材１３によって、バンド取付部１０に取り付けられるように構成されている。この
連結部材１３は、筒状部材であるパイプ部１４と、このパイプ部１４に取り付けられる一
対のねじ部材１５と、を備えている。
【００１５】
　パイプ部１４は、チタン合金やステンレスなどの金属で形成されている。このパイプ部
１４の内周面には、図２および図３に示すように、雌ねじ１４ａが設けられている。この
パイプ部１４は、その軸方向の長さがバンド取付部１０の取付孔１１の軸方向の長さより
も長く、かつ時計バンド８の一端部９における一対の連結端部９ａの各連結孔１２とこれ
ら各一対の連結端部９ａ間に位置するバンド取付部１０の取付孔１１との両方の軸方向の
全長よりも短く形成されている。
【００１６】
　これにより、パイプ部１４は、図２および図３に示すように、バンド取付部１０の取付
孔１１に配置された際に、パイプ部１４の両端部が時計バンド８の一端部９における一対
の連結端部９ａの各連結孔１２内に挿入されると共に、この挿入されたパイプ部１４の両
端部が各連結孔１２内の奥側、つまりバンド取付部１０側に位置する箇所にそれぞれ配置
されるように構成されている。
【００１７】
　一対のねじ部材１５それぞれは、図２および図３に示すように、パイプ部１４内の雌ね
じ１４ａに螺合する雄ねじ１５ａと、パイプ部１４の外径よりも大きい頭部１５ｂと、を
有している。すなわち、これら一対のねじ部材１５の各頭部１５ｂそれぞれは、その外径
がパイプ部１４の外径よりも大きく形成されているため、時計バンド８の各連結孔１２そ
れぞれは、パイプ部１４が挿入する小径孔部１２ａと、ねじ部材１５の頭部１５ｂが挿入
する大径孔部１２ｂと、を有している。
【００１８】
　この場合、連結孔１２の小径孔部１２ａは、図２および図３に示すように、バンド取付
部１０側に位置する内端部側に設けられており、連結孔１２の大径孔部１２ｂは、バンド
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取付部１０から離れる外端部側に設けられている。このため、この連結孔１２内には、小
径孔部１２ａと大径孔部１２ｂとの境界部に段差部１２ｃが形成されている。また、小径
孔部１２ａは、その軸方向の長さが、大径孔部１２ｂの軸方向の長さよりも十分に短い長
さ、例えば大径孔部１２ｂの軸方向の長さの１／４程度の長さに形成されている。
【００１９】
　これにより、一対のねじ部材１５は、図２および図３に示すように、パイプ部１４がバ
ンド取付部１０の取付孔１１内に配置され、かつパイプ部１４の両端部が時計バンド８の
各連結孔１２の各小径孔部１２ａ内に配置された状態で、各雄ねじ１５ａが各連結孔１２
の各大径孔部１２ｂ内を通してパイプ部１４の両側から雌ねじ１４ａに螺合した際に、各
頭部１５ｂがパイプ部１４の両端部に接近または接触すると共に各連結孔１２の各段差部
１２ｃに押し当てられるように構成されている。
【００２０】
　このため、一対のねじ部材１５は、図２および図３に示すように、各頭部１５ｂがパイ
プ部１４の両端部に接近または接触すると共に各連結孔１２の各段差部１２ｃに押し当て
られた状態で締め付けられた際に、パイプ部１４をバンド取付部１０の取付孔１１と各連
結孔１２の各小径孔部１２ａとの内部にガタツクことなく固定すると共に、時計バンド８
の一対の連結端部９ａをバンド取付部１０の両端部に押し付けるように構成されている。
【００２１】
　ところで、時計バンド８の各連結孔１２には、図２および図３に示すように、一対の固
定ねじ１６が取り付けられている。すなわち、各連結孔１２の大径孔部１２ｂそれぞれは
、ねじ穴に形成されている。一対の固定ねじ１６それぞれは、連結孔１２の大径孔部１２
ｂに螺合するねじ部１６ａと、時計バンド８の一端部９に設けられた一対の連結端部９ａ
の各外端面に当接する頭部１６ｂと、を有している。
【００２２】
　これにより、一対の固定ねじ１６は、図２および図３に示すように、その各ねじ部１６
ａが各連結孔１２の大径孔部１２ｂにそれぞれ螺入して締め付けられると、各頭部１６ｂ
が時計バンド８の一対の連結端部９ａの各外端面にそれぞれ押し当てられることにより、
連結部材１３をバンド取付部１０の取付孔１１内と各連結孔１２内とに固定するように構
成されている。
【００２３】
　この場合、一対の固定ねじ１６と連結部材１３の各端部との間には、図２および図３に
示すように、緩衝体１７がそれぞれ配置されている。この緩衝体１７は、ウレタン樹脂、
シリコーン樹脂、エラストマなどの弾力性を有する材料で、ほぼ円板状に形成されている
。この緩衝体１７は、連結部材１３のねじ部材１５の頭部１５ｂと固定ねじ１６のねじ部
１６ａの先端部との間に配置されている。
【００２４】
　これにより、緩衝体１７は、図２および図３に示すように、固定ねじ１６のねじ部１６
ａが連結孔１２の大径孔部１２ｂに螺合して、頭部１６ｂが時計バンド８の一対の連結端
部９ａの各外端面に押し当てられた際に、連結部材１３のねじ部材１５の頭部１５ｂに固
定ねじ１６のねじ部１６ａの先端部によって弾力的に押し付けられるように構成されてい
る。
【００２５】
　次に、このような腕時計のバンド取付構造の作用について説明する。
　腕時計ケース１のバンド取付部１０に時計バンド８を取り付ける場合には、まず、バン
ド取付部１０に時計バンド８の一端部９を配置する。このときには、時計バンド８の一端
部９に設けられた一対の連結端部９ａをバンド取付部１０の両側に配置し、一対の連結端
部９ａに設けられた各連結孔１２をバンド取付部１０の取付孔１１に同一軸上に対応させ
る。
【００２６】
　この状態で、一対の連結端部９ａのうち、一方の連結端部９ａの連結孔１２からバンド
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取付部１０の取付孔１１に連結部材１３のパイプ部１４を挿入し、このパイプ部１４の両
端部を一対の連結端部９ａに設けられた各連結孔１２の各小径孔部１２ａ内に配置する。
これにより、時計バンド８の一端部９がバンド取付部１０にパイプ部１４によって回転可
能に連結される。
【００２７】
　この状態で、一対の連結端部９ａの各連結孔１２に一対のねじ部材１５をそれぞれ挿入
し、これら一対のねじ部材１５の各雄ねじ１５ａをパイプ部１４の雌ねじ１４ａにそれぞ
れ螺入させて締め付ける。すると、一対のねじ部材１５の各頭部１５ｂがパイプ部１４の
両端部に接近または接触した状態で、各連結孔１２の各段差部１２ｃに押し当てられる。
【００２８】
　これにより、パイプ部１４がバンド取付部１０の取付孔１１と各連結孔１２の各小径孔
部１２ａとの各内部にガタツクことなく固定されると共に、一対の連結端部９ａがバンド
取付部１０の両端部に押し付けられる。この状態では、一対のねじ部材１５の各頭部１５
ｂが一対の連結端部９ａに設けられた各連結孔１２の各大径孔部１２ｂ内におけるバンド
取付部１０側のほぼ中間部に配置される。また、この状態では、時計バンド８の一端部９
がバンド取付部１０に対してパイプ部１４を中心に回転可能な状態で取り付けられる。
【００２９】
　この後、一対の連結端部９ａの各連結孔１２における各大径孔部１２ｂ内に緩衝体１７
をそれぞれ配置し、この状態で各大径孔部１２ｂ内に一対の固定ねじ１６の各ねじ部１６
ａをそれぞれ螺入させて締め付ける。すると、一対の固定ねじ１６の各頭部１６ｂが時計
バンド８の一対の連結端部９ａの各外端面にそれぞれ押し当てられると共に、各緩衝体１
７が連結部材１３の両端部に位置する一対のねじ部材１５の各頭部１５ｂに、一対の固定
ねじ１６の各ねじ部１６ａの先端部によって、それぞれ押し付けられる。
【００３０】
　このため、連結部材１３の一対のねじ部材１５は、その各頭部１５ｂに緩衝体１７がそ
れぞれ一対の固定ねじ１６の各ねじ部１６ａによってそれぞれ弾力的に押し付けられてい
るので、腕時計ケース１に対する時計バンド８の取付部分が衝撃を受けて、仮に固定ねじ
１６が緩んでも、緩衝体１７によってねじ部材１５が緩むことがない。これにより、時計
バンド８は、連結部材１３によって腕時計ケース１のバンド取付部１０に確実にかつ強固
に取り付けられる。
【００３１】
　この状態では、時計バンド８の一端部９が腕時計ケース１のバンド取付部１０に対して
回転する際に、時計バンド８の一端部９が連結部材１３のパイプ部１４を中心に回転する
ので、この回転に伴うバンド取付部１０の取付孔１１とパイプ部１４との摩擦によって、
一対のねじ部材１５が緩むことがない。このため、時計バンド８が連結部材１３によって
腕時計ケース１のバンド取付部１０に回転可能な状態で確実にかつ強固に取り付けられる
。
【００３２】
　このように、この腕時計のバンド取付構造によれば、取付孔１１が設けられたバンド取
付部１０を有する腕時計ケース１と、一端部９にバンド取付部１０の取付孔１１と同一軸
上に連結孔１２が設けられた時計バンド８と、この時計バンド８の連結孔１２およびバン
ド取付部１０の取付孔１１に挿入されて時計バンド８をバンド取付部１０に連結する連結
部材１３と、この連結部材１３を時計バンド８の連結孔１２内に固定する固定ねじ１６と
、を備えていることにより、衝撃によって連結部材１３が緩んで外れることがなく、連結
部材１３によって時計バンド８をバンド取付部１０に確実にかつ強固に取り付けることが
できる。
【００３３】
　すなわち、この腕時計のバンド取付構造では、腕時計ケース１に対する時計バンド８の
取付部分が衝撃を受けても、固定ねじ１６によって連結部材１３が固定されているので、
連結部材１３が緩んで、連結部材１３が腕時計ケース１のバンド取付部１０および時計バ
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ンド８の一端部９から外れることがない。このため、連結部材１３によって時計バンド８
の一端部９をバンド取付部１０に確実にかつ強固に取り付けることができる。
【００３４】
　この場合、この腕時計のバンド取付構造では、腕時計の表示面の大型化、つまりワイド
フェイス化が要望され、これに伴って腕時計ケース１および時計バンド８が大型化して、
腕時計全体の重量が重くなり、これにより落下などによる衝撃力が増大することになって
も、その増大した衝撃力によって連結部材１３が緩んで外れることがないので、腕時計ケ
ース１および時計バンド８が大型化しても、連結部材１３によって時計バンド８をバンド
取付部１０に確実にかつ強固に取り付けることができる。
【００３５】
　この場合、時計バンド８の一端部９は、腕時計ケース１のバンド取付部１０の両側にそ
れを跨いで配置される一対の連結端部９ａを備え、これら一対の連結端部９ａに連結孔１
２がそれぞれ設けられた構成であることにより、固定ねじ１６が一対の連結端部９ａの各
連結孔１２にそれぞれ取り付けられると、この固定ねじ１６によって一対の連結端部９ａ
が押し広げられないように、連結部材１３を確実に固定することができる。
【００３６】
　また、このバンド取付構造では、連結部材１３が、内周面に雌ねじ１４ａが設けられて
時計バンド８の連結孔１２およびバンド取付部１０の取付孔１１に挿入される筒状部材で
あるパイプ部１４と、このパイプ部１４の雌ねじ１４ａに螺合する雄ねじ１５ａおよびパ
イプ部１４の外径よりも大きい頭部１５ｂを有する一対の固定ねじ１５と、を備えている
ことにより、時計バンド８の一端部９をバンド取付部１０に簡単にかつ確実に取り付ける
ことができる。
【００３７】
　すなわち、この連結部材１３では、パイプ部１４を時計バンド８の連結孔１２およびバ
ンド取付部１０の取付孔１１に挿入するだけで、簡単に時計バンド８の一端部９とバンド
取付部１０とを回転可能に連結することができ、この状態でねじ部材１５を時計バンド８
の連結孔１２に挿入させて雄ねじ１５ａをパイプ部１４の雌ねじ１４ａに螺着させること
により、頭部１５ｂによってパイプ部１４を確実にかつ強固に固定することができる。
【００３８】
　このため、バンド取付部１０に対して時計バンド８の一端部９が回転する際に、パイプ
部１４を中心に時計バンド８の一端部９を回転させることができるので、この回転に伴っ
てバンド取付部１０の取付孔１１とパイプ部１４とに摩擦が生じても、パイプ部１４によ
ってねじ部材１５が緩むことがなく、時計バンド８の一端部９をバンド取付部１０に回転
可能な状態で確実に取り付けることができる。
【００３９】
　この場合、時計バンド８の一端部９に設けられた一対の連結端部９ａの各連結孔１２そ
れぞれは、パイプ部１４が挿入する小径孔部１２ａと、ねじ部材１５の頭部１５ｂが挿入
する大径孔部１２ｂと、を有しているので、小径孔部１２ａと大径孔部１２ｂとの境界部
に段差部１２ｃが設けられ、この段差部１２ｃにねじ部材１５の頭部１５ｂを押し当てる
ことができ、これにより連結部材１３を時計バンド８の連結孔１２内とバンド取付部１０
の取付孔１１内とに確実にかつ強固に固定することができる。
【００４０】
　すなわち、この連結部材１３は、一対のねじ部材１５を一対の連結端部９ａの各連結孔
１２にそれぞれ挿入して、一対のねじ部材１５の各雄ねじ１５ａをパイプ部１４の雌ねじ
１４ａにそれぞれ螺入させて締め付けた際に、一対のねじ部材１５の各頭部１５ｂが一対
の連結孔１２の各段差部１２ｃに押し当てられることにより、ねじ部材１５をパイプ部１
４に強固に締め付けることができる。
【００４１】
　このため、パイプ部１４をバンド取付部１０の取付孔１１と各連結孔１２の各小径孔部
１２ａとの内部にガタツクことなく、確実にかつ強固に固定することができると共に、時
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計バンド８の一対の連結端部９ａをバンド取付部１０の両端部に押し付けることができる
ので、衝撃によって時計バンド８の一対の連結端部９ａが押し広げられることがなく、時
計バンド８をバンド取付部１０に確実にかつ強固に取り付けることができる。
【００４２】
　また、このバンド取付構造では、一対の固定ねじ１６が時計バンド８の一端部９に位置
する一対の連結端部９ａの各連結孔１２にその軸方向に沿って螺着して連結部材１３を固
定する構成であることにより、衝撃を受けた際に連結部材１３のパイプ部１４に対して一
対のねじ部材１５が緩んでも一対の固定ねじ１６によって一対のねじ部材１５がパイプ部
１４から脱落しないようにすることができ、これにより時計バンド８がバンド取付部１０
から不用意に外れないようにすることができる。
【００４３】
　この場合、一対の固定ねじ１６と連結部材１３の両端部との間には、緩衝体１７がそれ
ぞれ配置されていることにより、一対の連結端部９ａにおける各連結孔１２の各大径孔部
１２ｂ内に一対の固定ねじ１６の各ねじ部１６ａをそれぞれ螺入させて締め付けた際に、
一対の固定ねじ１６の各ねじ部１６ａの先端部によって各緩衝体１７を一対のねじ部材１
５の各頭部１５ｂにそれぞれ弾力的に押し付けることができる。
【００４４】
　このため、腕時計ケース１に対する時計バンド８の取付部分が衝撃を受けて、仮に一対
の固定ねじ１６が緩んでも、各緩衝体１７によって連結部材１３の一対のねじ部材１５が
緩まないようにすることができ、これにより連結部材１３によって時計バンド８の一端部
９を腕時計ケース１のバンド取付部１０に、より一層、確実にかつ強固に取り付けること
ができる。
【００４５】
（第２実施形態）
　次に、図４および図５を参照して、この発明を腕時計に適用した第２実施形態について
説明する。なお、図１～図３に示された第１実施形態と同一部分には同一符号を付して説
明する。
　この腕時計は、図４および図５に示すように、連結部材２０と一対の固定ねじ２１とが
第１実施形態と異なる構成であり、これ以外は第１実施形態とほぼ同じ構成になっている
。
【００４６】
　連結部材２０は、図４および図５に示すように、第１ねじ部材２２と第２ねじ部材２３
とを備えている。第１ねじ部材２２は、第１軸部２２ａと、この第１軸部２２ａの一端部
に設けられた雄ねじ部２２ｂと、第１軸部２２ａの他端部に設けられた第１頭部２２ｃと
、を有している。第２ねじ部材２３は、第２軸部２３ａと、この第２軸部２３ａの一端部
に設けられて第１ねじ部材２２の雄ねじ部２２ｂが螺合する雌ねじ部２３ｂと、第２軸部
２３ａの他端部に設けられた第２頭部２３ｃと、を有している。
【００４７】
　この場合、第１ねじ部材２２は、図４および図５に示すように、雄ねじ部２２ｂの外径
が第１軸部２２ａの外径よりも小さく形成され、第１頭部２２ｃの外径が第１軸部２２ａ
の外径よりも少し大きく形成された構成になっている。第２ねじ部材２３は、第２軸部２
３ａの外径が第１ねじ部材２２の第１軸部２２ａの外径と同じ大きさに形成された構成に
なっている。
【００４８】
　また、この第２ねじ部材２３は、図４に示すように、雌ねじ部２３ｂの外径が第２軸部
２３ａの外径と同じ大きさで、雌ねじ部２３ｂが第２軸部２３ａの先端部内に形成され、
第２頭部２３ｃの外径が第２軸部２３ａの外径よりも少し大きく、かつ第１ねじ部材２２
の第１頭部２２ｃと同じ大きさに形成された構成になっている。
【００４９】
　また、連結部材２０は、図４および図５に示すように、第１ねじ部材２２の雄ねじ部２
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２ｂが第２ねじ部材２３の雌ねじ部２３ｂに螺合した際に、第１軸部２２ａの軸方向の長
さと第２軸部２３ａの軸方向の長さとの両方の長さが、バンド取付部１０の取付孔１１の
軸方向の長さとほぼ同じか、それよりも少し短く形成されている。また、第１ねじ部材２
２の第１頭部２２ｃと第２ねじ部材２３の第２頭部２３ｃとは、その軸方向の長さが時計
バンド８の一端部９に設けられた一対の連結端部９ａの各連結孔２４の軸方向の長さより
も少し短く形成されている。
【００５０】
　この場合、バンド取付部１０の取付孔１１は、図４および図５に示すように、その内径
が第１ねじ部材２２の第１軸部２２ａと第２ねじ部材２３の第２軸部２３ａとの各外径と
ほぼ同じ大きさに形成されている。また、時計バンド８の一端部９に位置する一対の連結
端部９ａの各連結孔２４は、その内径が第１ねじ部材２２の第１頭部２２ｃと第２ねじ部
材２３の第２頭部２３ｃとの各外径とほぼ同じ大きさに形成されている。
【００５１】
　これにより、連結部材２０は、図４および図５に示すように、第１ねじ部材２２の第１
軸部２２ａを時計バンド８の一方の連結端部９ａの連結孔２４からバンド取付部１０の取
付孔１１に挿入し、第２ねじ部材２３の第２軸部２３ａを時計バンド８の他方の連結端部
９ａの連結孔２４からバンド取付部１０の取付孔１１に挿入し、この状態で第１ねじ部材
２２の雄ねじ部２２ｂを第２ねじ部材２３の雌ねじ部２３ｂに螺合させることにより、時
計バンド８の一端部９をバンド取付部１０に回転可能に連結するように構成されている。
【００５２】
　また、この連結部材２０は、図４および図５に示すように、第１ねじ部材２２の雄ねじ
部２２ｂを第２ねじ部材２３の雌ねじ部２３ｂに螺合させて締め付けると、第１ねじ部材
２２の第１頭部２２ｃがバンド取付部１０の一端部に当接すると共に、第２ねじ部材２３
の第２頭部２３ｃがバンド取付部１０の他端部に当接し、この状態でバンド取付部１０の
両端部を第１ねじ部材２２の第１頭部２２ｃと第２ねじ部材２３の第２頭部２３ｃとで挟
み付けることにより、時計バンド８の一端部９をバンド取付部１０に確実に取り付けるよ
うに構成されている。
【００５３】
　ところで、一対の固定ねじ２１は、図４および図５に示すように、それぞれ時計バンド
８の一端部９に位置する一対の連結端部９ａに連結部材２０の軸方向に対して直交する方
向に螺着して連結部材２０を固定するように構成されている。すなわち、一対の固定ねじ
２１は、時計バンド８の一対の連結端部９ａにそれぞれ連結部材２０の軸方向に対して直
交する方向に設けられたねじ孔２５にそれぞれ螺合し、その各先端部が第１ねじ部材２２
の第１頭部２２ｃと第２ねじ部材２３の第２頭部２３ｃを押え付けるように構成されてい
る。
【００５４】
　この場合、一対の固定ねじ２１それぞれは、図４および図５に示すように、ねじ部２１
ａの先端部である一端部に突起部２１ｂが設けられ、ねじ部２１ａの他端部にドライバー
などの工具が係合する係止部２１ｃが設けられたねじ部材であり、頭部を有しない構成に
なっている。この固定ねじ２１は、その軸方向の長さが、時計バンド８の各連結端部９ａ
に設けられたねじ孔２５の軸方向の長さとほぼ同じ長さに形成され、ねじ部２１ａが連結
端部９ａのねじ孔２５に螺合した際に、突起部２１ｂが連結端部９ａの連結孔２４内に突
出するように構成されている。
【００５５】
　このため、連結部材２０の第１ねじ部材２２の第１頭部２２ｃと第２ねじ部材２３の第
２頭部２３ｃには、図４および図５に示すように、一対の固定ねじ２１の各突起部２１ｂ
が挿入する位置規制溝２６がそれぞれ環状に設けられている。すなわち、この位置規制溝
２６は、第１ねじ部材２２の雄ねじ部２２ｂが第２ねじ部材２３の雌ねじ部２３ｂに螺合
して、第１頭部２２ｃと第２頭部２３ｃとがバンド取付部１０の両端部を挟み付けた際に
、時計バンド８の一対の連結端部９ａの各ねじ孔２５に対応するように構成されている。
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【００５６】
　これにより、第１頭部２２ｃと第２頭部２３ｃとの各位置規制溝２６は、図４および図
５に示すように、一対の固定ねじ２１の各突起部２１ｂがそれぞれ挿入することにより、
第１ねじ部材２２の雄ねじ部２２ｂが第２ねじ部材２３の雌ねじ部２３ｂに螺合された状
態の連結部材２０がその軸方向に移動するのを規制して、第１ねじ部材２２の雄ねじ部２
２ｂと第２ねじ部材２３の雌ねじ部２３ｂとの螺合が緩まないように構成されている。
【００５７】
　次に、このような腕時計のバンド取付構造の作用について説明する。
　腕時計ケース１のバンド取付部１０に時計バンド８を取り付ける場合には、第１実施形
態と同様、まず、バンド取付部１０に時計バンド８の一端部９を配置する。このときには
、時計バンド８の一端部９に位置する一対の連結端部９ａをバンド取付部１０の両側に配
置し、一対の連結端部９ａに設けられた各連結孔２４をバンド取付部１０の取付孔１１に
同一軸上に対応させる。
【００５８】
　この状態で、一対の連結端部９ａのうち、一方の連結端部９ａの連結孔２４からバンド
取付部１０の取付孔１１に連結部材２０の第１ねじ部材２２の第１軸部２２ａを挿入し、
他方の連結端部９ａの連結孔２４からバンド取付部１０の取付孔１１に連結部材２０の第
２ねじ部材２３の第２軸部２３ａを挿入する。この状態で、第１ねじ部材２２の雄ねじ部
２２ｂを第２ねじ部材２３の雌ねじ部２３ｂに螺合させて締め付ける。
【００５９】
　すると、第１ねじ部材２２の第１頭部２２ｃがバンド取付部１０の一端部に当接すると
共に、第２ねじ部材２３の第２頭部２３ｃがバンド取付部１０の他端部に当接する。これ
により、バンド取付部１０の両端部が第１ねじ部材２２の第１頭部２２ｃと第２ねじ部材
２３の第２頭部２３ｃとで挟み付けられる。このため、連結部材２０がバンド取付部１０
の取付孔１１と時計バンド８の一端部９に設けられた各連結端部９ａの各連結孔２４との
各内部にガタツクことなく、確実にかつ強固に固定され、この連結部材２０によって時計
バンド８が腕時計ケース１のバンド取付部１０に回転可能な状態で取り付けられる。
【００６０】
　この状態では、第１ねじ部材２２の第１頭部２２ｃと第２ねじ部材２３の第２頭部２３
ｃとにそれぞれ設けられた各位置規制溝２６が、時計バンド８の一端部９に設けられた一
対の連結端部９ａの各ねじ孔２５にそれぞれ対応する。この状態で、一対の連結端部９ａ
の各ねじ孔２５に各固定ねじ２１の各ねじ部２１ａをそれぞれ螺合させて、各ねじ部２１
ａの突起部２１ｂを第１頭部２２ｃと第２頭部２３ｃとにそれぞれ設けられた各位置規制
溝２６に挿入させる。
【００６１】
　これにより、第１ねじ部材２２の雄ねじ部２２ｂが第２ねじ部材２３の雌ねじ部２３ｂ
に螺合された状態の連結部材２０がその軸方向に移動することがない。このため、腕時計
ケース１に対する時計バンド８の取付部分が衝撃を受けても、第１ねじ部材２２の雄ねじ
部２２ｂと第２ねじ部材２３の雌ねじ部２３ｂとの螺合が緩むことはないばかりか、時計
バンド８の一端部９に設けられた一対の連結端部９ａが押し広げられることがないので、
連結部材２０によって時計バンド８が腕時計ケース１のバンド取付部１０に確実にかつ強
固に取り付けられる。
【００６２】
　この状態では、時計バンド８の一端部９が腕時計ケース１のバンド取付部１０に対して
回転する際に、時計バンド８の一端部９が連結部材２０の第１ねじ部材２２の第１軸部２
２ａと第２ねじ部材２３の第２軸部２３ａとを中心に回転するので、この回転に伴うバン
ド取付部１０の取付孔１１と連結部材２０との摩擦によって、第１ねじ部材２２の雄ねじ
部２２ｂと第２ねじ部材２３の雌ねじ部２３ｂとの螺合が緩むことがない。このため、時
計バンド８が連結部材２０によって腕時計ケース１のバンド取付部１０に回転可能な状態
で確実にかつ強固に取り付けられる。
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【００６３】
　このように、この腕時計のバンド取付構造によれば、第１実施形態と同様、腕時計ケー
ス１に対する時計バンド８の取付部分が衝撃を受けても、固定ねじ２１によって連結部材
２０が固定されているので、連結部材２０が緩むことがないばかりか、時計バンド８の一
端部９に設けられた一対の連結端部９ａが押し広げられることがない。このため、連結部
材２０が腕時計ケース１のバンド取付部１０および時計バンド８の一端部９から外れるこ
とがないので、連結部材２０によって時計バンド８の一端部９をバンド取付部１０に確実
にかつ強固に取り付けることができる。
【００６４】
　この場合、この腕時計のバンド取付構造においても、腕時計の表示面の大型化、つまり
ワイドフェイス化が要望され、これに伴って腕時計ケース１および時計バンド８が大型化
して、腕時計全体の重量が重くなり、これにより落下などによる衝撃力が増大することに
なっても、その増大した衝撃力によって連結部材２０が緩んで外れることがないので、腕
時計ケース１および時計バンド８が大型化しても、連結部材２０によって時計バンド８を
バンド取付部１０に確実にかつ強固に取り付けることができる。
【００６５】
　この場合、連結部材２０は、雄ねじ部２２ｂを有する第１ねじ部材２２と、この第１ね
じ部材２２の雄ねじ部２２ｂが螺合する雌ねじ部２３ｂを有する第２ねじ部材２３と、を
備えていることにより、第１ねじ部材２２と第２ねじ部材２３とを時計バンド８の一端部
９に位置する一対の連結端部９ａの各連結孔２４からバンド取付部１０の取付孔１１に挿
入して、雄ねじ部２２ｂを雌ねじ部２３ｂに螺合させるだけで、簡単に時計バンド８の一
端部９とバンド取付部１０とを連結することができる。
【００６６】
　すなわち、第１ねじ部材２２は、第１軸部２２ａの一端部に雄ねじ部２２ｂが設けられ
、第１軸部２２ａの他端部に第１頭部２２ｃが設けられた構成で、第２ねじ部材２３は、
第２軸部２３ａの一端部に雌ねじ部２３ｂが設けられ、第２軸部２３ａの他端部に第２頭
部２３ｃが設けられた構成であるから、バンド取付部１０の取付孔１１内で雄ねじ部２２
ｂを雌ねじ部２３ｂに螺合させて締め付けた際に、第１ねじ部材２２の第１頭部２２ｃと
第２ねじ部材２３の第２頭部２３ｃとによって、バンド取付部１０の両端部を挟み付ける
ことができる。
【００６７】
　このため、連結部材２０は、第１ねじ部材２２と第２ねじ部材２３とが、時計バンド８
の一端部９における一対の連結端部９ａの各連結孔２４とバンド取付部１０の取付孔１１
との各内部にガタツクことなく、確実にかつ強固に取り付けられるので、この連結部材２
０によって時計バンド８を腕時計ケース１のバンド取付部１０に回転可能な状態で確実に
取り付けることができる。
【００６８】
　また、このバンド取付構造では、一対の固定ねじ２１が時計バンド８の一端部９に位置
する一対の連結端部９ａに連結部材２０の軸方向に対して直交する方向に螺着して連結部
材２０を固定する構成であることにより、衝撃を受けた際に連結部材２０の第１ねじ部材
２２の雄ねじ部２２ｂと第２ねじ部材２３の雌ねじ部２３ｂとの螺合が緩むことがないの
で、第１ねじ部材２２と第２ねじ部材２３とが離脱しないようにすることができ、これに
より時計バンド８がバンド取付部１０から不用意に外れないようにすることができる。
【００６９】
　この場合、連結部材２０の両端部おける各外周には、一対の固定ねじ２１が挿入する位
置規制溝２６がそれぞれ設けられていることにより、連結部材２０がその軸方向に移動す
るのを確実に防ぐことができるので、腕時計ケース１に対する時計バンド８の取付部分が
衝撃を受けても、連結部材２０の結合が緩むことがないばかりか、時計バンド８の一端部
９に設けられた一対の連結端部９ａが押し広げられることがなく、時計バンド８をバンド
取付部１０に取り付けた状態を確実にかつ良好に維持することができる。
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【００７０】
　すなわち、一対の固定ねじ２１それぞれは、ねじ部２１ａの先端部に突起部２１ｂが設
けられており、各位置規制溝２６それぞれは、第１ねじ部材２２の雄ねじ部２２ｂが第２
ねじ部材２３の雌ねじ部２３ｂに螺合して、第１頭部２２ｃと第２頭部２３ｃとがバンド
取付部１０の両端部を挟み付けた際に、時計バンド８の一対の連結端部９ａの各ねじ孔２
５に対応する第１頭部２２ｃと第２頭部２３ｃとの各箇所に設けられているので、一対の
固定ねじ２１の各突起部２１ｂを第１頭部２２ｃと第２頭部２３ｃとの各位置規制溝２６
に確実に挿入させることができる。
【００７１】
　この場合には、一対の固定ねじ２１の各ねじ部２１ａを一対の連結端部９ａの各ねじ孔
２５に螺着させると、各ねじ部２１ａの各突起部２１ｂを一対の連結端部９ａの各連結孔
２４内に突出させることができ、その突出した各突起部２１ｂを第１頭部２２ｃと第２頭
部２３ｃとの各位置規制溝２６にそれぞれ挿入させることができるので、一対の固定ねじ
２１の各突起部２１ｂを第１頭部２２ｃと第２頭部２３ｃとの各位置規制溝２６に簡単に
挿入させることができると共に、連結部材２０の第１ねじ部材２２と第２ねじ部材２３と
がその軸方向に移動するのを確実に防ぐことができる。
【００７２】
　このため、バンド取付部１０に対して時計バンド８の一端部９が回転する際に、連結部
材２０の第１ねじ部材２２の第１軸部２２ａと第２ねじ部材２３の第２軸部２３ａとを中
心に時計バンド８の一端部９を回転させることができるので、この回転に伴ってバンド取
付部１０の取付孔１１と連結部材２０とに摩擦が生じても、第１ねじ部材２２の雄ねじ部
２２ｂと第２ねじ部材２３の雌ねじ部２３ｂとの螺合が緩むことがなく、時計バンド８を
連結部材２０によって腕時計ケース１のバンド取付部１０に回転可能な状態で確実にかつ
強固に取り付けることができる。
【００７３】
　なお、上述した第２実施形態では、固定ねじ２１が時計バンド８の一端部９に位置する
一対の連結端部９ａに連結部材２０の軸方向に対して直交する方向に螺着して連結部材２
０を固定する構成である場合について述べたが、これに限らず、例えば第１実施形態と同
様、一対の連結端部９ａの各連結孔１２にその軸方向に沿って螺着する固定ねじ１６によ
って、連結部材２０の第１ねじ部材２２と第２ねじ部材２３とを固定するように構成して
も良い。
【００７４】
　この場合にも、連結部材２０の両端部と一対の固定ねじ１６との間、つまり第１ねじ部
材２２の第１頭部２３ｃと一方の固定ねじ１６との間、および第２ねじ部材２３の第２頭
部２３ｃと他方の固定ねじ１６との間に、それぞれ緩衝体１７を配置する構成であること
が望ましい。
【００７５】
　また、上述した第１実施形態では、固定ねじ１６が時計バンド８の一端部９に位置する
一対の連結端部９ａの各連結孔１２にその軸方向に沿って螺着して連結部材１３の一対の
ねじ部材１５を固定する構成である場合について述べたが、これに限らず、例えば第２実
施形態と同様、固定ねじ２１が時計バンド８の一端部９に位置する一対の連結端部９ａに
連結部材１３の軸方向に対して直交する方向に螺着して一対のねじ部材１５の各頭部１５
ｂを固定する構成であっても良い。この場合にも、連結部材１３の一対のねじ部材１５の
各外周部に、それぞれ固定ねじ２１の突起部２１ｂが挿入する位置規制溝２６を設けた構
成であることが望ましい。
【００７６】
　また、上述した第１、第２の各実施形態では、腕時計ケース１に設けられたバンド取付
部１０の両側に、時計バンド８の一端部９に位置する一対の連結端部９ａがバンド取付部
１０を跨いで配置される構成である場合について述べたが、これに限らず、例えば時計バ
ンド８の一端部９の両側に、バンド取付部１０の両端部に位置する一対の取付部が時計バ
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ンド８の一端部９を跨いで配置される構成であっても良い。
【００７７】
　この場合には、時計バンド８の一端部９に第１、第２の各実施形態のバンド取付部１０
に設けられた取付孔１１と同じ構成の連結孔を設け、バンド取付部１０の両端部に位置す
る一対の取付部に第１、第２の各実施形態の時計バンド８の一端部９における一対の連結
端部９ａにそれぞれ設けられた各連結孔１２、２４と同じ構成の取付孔を設けた構成にす
れば良い。
【００７８】
　さらに、上述した第１、第２の各実施形態では、腕時計に適用した場合について述べた
が、必ずしも腕時計である必要はなく、例えば腕などの人体に装着して使用する血圧計や
脈拍計などの電子機器に適用することができるほか、鞄やバッグなどにも適用することが
できる。
【００７９】
　以上、この発明のいくつかの実施形態について説明したが、この発明は、これらに限ら
れるものではなく、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲を含むものである
。
　以下に、本願の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
【００８０】
（付記）
　請求項１に記載の発明は、取付孔が設けられたバンド取付部を有するケースと、一端部
に前記バンド取付部の前記取付孔と同一軸上に連結孔が設けられたバンドと、前記バンド
の前記連結孔および前記バンド取付部の前記取付孔に挿入され、前記バンドを前記バンド
取付部に連結する連結部材と、前記連結部材を前記バンド取付部の前記取付孔と前記バン
ドの前記連結孔との一方に固定する固定部材と、を備えていることを特徴とするバンド取
付構造である。
【００８１】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のバンド取付構造において、前記バンドの前
記一端部は、前記バンド取付部の両側にそれを跨いで配置される一対の連結端部を備え、
これら一対の連結端部に前記連結孔がそれぞれ設けられた構成であることを特徴とするバ
ンド取付構造である。
【００８２】
　請求項３に記載の発明は、請求項１に記載のバンド取付構造において、前記バンド取付
部は、前記バンドの前記一端部の両側にそれを跨いで配置される一対の取付部を備え、こ
れら一対の取付部に前記取付孔がそれぞれ設けられた構成であることを特徴とするバンド
取付構造である。
【００８３】
　請求項４に記載の発明は、請求項１～請求項３のいずれかに記載のバンド取付構造にお
いて、前記連結部材は、内周面に雌ねじが設けられて前記バンドの前記連結孔および前記
バンド取付部の前記取付孔に挿入される筒状部材と、この筒状部材の前記雌ねじに螺合す
る雄ねじおよび前記筒状部材の外径よりも大きい頭部を有する一対のねじ部材と、を備え
ていることを特徴とするバンド取付構造である。
【００８４】
　請求項５に記載の発明は、請求項４に記載のバンド取付構造において、前記バンドの前
記一端部は、前記バンド取付部の両側にそれを跨いで配置される一対の連結端部を備え、
これら一対の連結端部に設けられた前記連結孔は、前記筒状部材が挿入する小径孔部と、
前記ねじ部材の前記頭部が挿入する大径孔部と、を有していることを特徴とするバンド取
付構造である。
【００８５】
　請求項６に記載の発明は、請求項１～請求項３のいずれかに記載のバンド取付構造にお
いて、前記連結部材は、雄ねじ部を有する第１ねじ部材と、この第１ねじ部材の前記雄ね
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じ部が螺合する雌ねじ部を有する第２ねじ部材と、を備えていることを特徴とするバンド
取付構造である。
【００８６】
　請求項７に記載の発明は、請求項１～請求項６のいずれかに記載のバンド取付構造にお
いて、前記固定部材は、前記バンド取付部の前記取付孔と前記バンドの前記連結孔との一
方にその軸方向に沿って螺着して前記連結部材を固定する固定ねじであることを特徴とす
るバンド取付構造である。
【００８７】
　請求項８に記載の発明は、請求項７に記載のバンド取付構造において、前記固定ねじと
前記連結部材との間には、緩衝体が配置されていることを特徴とするバンド取付構造であ
る。
【００８８】
　請求項９に記載の発明は、請求項１～請求項６のいずれかに記載のバンド取付構造にお
いて、前記固定部材は、前記バンド取付部と前記バンドの前記一端部との一方に前記連結
部材の軸方向に対して直交する方向に螺着して前記連結部材を固定する固定ねじであるこ
とを特徴とするバンド取付構造である。
【００８９】
　請求項１０に記載の発明は、請求項９に記載のバンド取付構造において、前記連結部材
の外周には、前記固定ねじが挿入する位置規制溝が設けられていることを特徴とするバン
ド取付構造である。
【００９０】
　請求項１１に記載の発明は、請求項１～請求項１０のいずれかに記載されたバンド取付
構造を備えていることを特徴とする腕時計である。
【符号の説明】
【００９１】
　１　腕時計ケース
　２　本体ケース
　３　外装ケース
　８　時計バンド
　９　一端部
　９ａ　連結端部
　１０　バンド取付部
　１１　取付孔
　１２、２４　連結孔
　１２ａ　小径孔部
　１２ｂ　大径孔部
　１３、２０　連結部材
　１４　パイプ部
　１４ａ　雌ねじ
　１５　ねじ部材
　１５ａ　雄ねじ
　１５ｂ　頭部
　１６、２１　固定ねじ
　１６ａ、２１ａ　ねじ部
　１６ｂ　頭部
　１７　緩衝体
　２１ｂ　突起部
　２２　第１ねじ部材
　２２ａ　第１軸部
　２２ｂ　雄ねじ部
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　２２ｃ　第１頭部
　２３　第２ねじ部材
　２３ａ　第２軸部
　２３ｂ　雌ねじ部
　２３ｃ　第２頭部
　２５　ねじ孔
　２６　位置規制溝
 

【図１】 【図２】
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